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̶編集後記̶

若い若いと思ってはいますが，気づけば子どもももう
すぐ中学生．科研も若手枠からはみ出し，髭も随分白く
なってきました．本ページ下段の末席に並べていただく
ようになって数年，年頃なのか様々な学会誌の編集に携
わる機会が増えています．いずれの学会も財政や会員数，
若手獲得の状況は良好とは言えず，会員増につながる魅
力ある学会誌の編集を目指しています．誌面の充実，経
費のスリム化，電子化，美しい誌面作り，講座や特集の
企画，周辺分野との融合，データセットや教材の作成・
公開．学会の規模や各誌の特徴によって作戦は様々です
が，中には功を奏しているものもあるようです．さて，「土
壌の物理性」はどうでしょうか．私的には，このところ
各種のポテンシャル計やポテンシャルセンサーを検討す

る機会が多く，ガードナーやバッキンガムの「古典を読
む」はとても楽しいものでした．若手の勉強の手助けと
なる講座や特集の継続は魅力的だと思います．比較的小
回りが効く利点を活かし，インパクトファクターの高い
海外誌に出す論文とはまた別報を，海外誌に掲載された
素晴らしい論文の紹介を，あるいは若手に必要なあと一
本を掲載できる雑誌というのも魅力的ではないでしょ
うか．そのためには査読体制の迅速化や，Web の充実，
質の保持，雰囲気作りなど課題も多いかもしれません．
とはいえ，学会誌を支えているのはまずは会員の皆様か
らの投稿です．皆で土壌の物理性本誌を盛り上げていき
ませんか？
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